
遺跡は県指定（昭和47年）史跡

『蟻子山古墳群
ありごやまこふんぐん

』が存在する蟻子山

の南側丘陵裾部に位置しています。

関越自動車道建設工事に係る範囲

について、昭和57・58年に県教育

委員会が記録保存のための発掘調

査を行いました。今回の発掘調査

は、関越自動車道の六日町雪氷U

ターン路建設に先立つもので、工事

に係る2,670㎡について 4 月～ 8 月

まで行いました。その結果、古墳

時代と平安時代の遺構
いこ う

・遺物が見

つかりました。

古墳時代の遺構はあまり存在し

ませんでしたが、浅い土坑
どこ う

からは

小型の壺が出土しました。平安時

代の遺構は掘立柱建物
ほったてばしらたてもの

の一部と竪
たて

穴住居
あなじゅうきょ

、土坑・ピット、溝・川跡

などを検出しました。掘立柱建物

の大部分は、高速道に沿う側道で切り取られ、北辺側 2 間の柱穴
はしらあな

しか残存していませんでした。柱穴列に沿

ってL字状の溝がありましたが、建物内への水の浸入を防ぐための施設と考えられます。竪穴住居は近接し

て 2棟を検出しました。2棟とも石を骨格として構築したカマドを側辺に備えていました。住居内からは、須
す

恵器
え き

の甕
かめ

、杯
つき

などが出土しました。 （飯坂盛泰）
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今年度発掘調査の紹介

金
か な

屋
や

遺跡
（六日町大字余川字蟻子山35－ 1ほか）
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竪穴住居内の様子 カマドの様子

平安時代の竪穴住居
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五反田遺跡は長野県と新潟

県を結ぶ飯山
いいやま

トンネルの出口

付近に位置し、すぐ脇にまで

山が迫った緩斜面に立地して

います。

北陸新幹線建設工事に先立

ち、平成15年度から発掘調査

を行っています。今年度は 4 月

中旬～ 8 月上旬にかけて2,030

㎡を対象に調査を行いまし

た。

調査の結果、掘立柱建物
ほったてばしらたてもの

4 棟
とう

以上、溝 3条、土坑
どこう

15基、柱

穴等600基、川跡 2 本などが

検出されました。最も遺構
いこ う

が

集中する地点では、棟
むね

を東西

に揃えた大型掘立柱建物群が

存在し、何度か建て替えられ

ていたことが分かりました。

遺構のなかには、人頭大～拳

大の焼けた石を詰め込んだ土

坑や四角形に石を組んだもの

など、今後に検討を残す希少なものも見つかりました。

遺物は10世紀～11世紀初の土師器
は じ き

が大量に出土しました。内面を黒く磨き上げた椀
わん

が特徴的です。また、

東海地方から運ばれてきた灰釉
かいゆう

陶器・緑釉
りょくゆう

陶器も出土しています。最も注目すべきはガラス玉と和鏡です。

前者は土坑から、後者は川底から出土しました。共に出土例の少ない遺物であり、遺跡の性格を考えるうえ

で重要な材料となりそうです。 （渡邊裕之）

五
ご

反
た ん

田
だ

遺跡
（中頸城郡板倉町大字米増字横田226ほか）

焼礫
やけれき

が詰められた土坑
どこう

五反田遺跡全景

大
　

量に出土した土器



六
ろ く

斗
と

蒔
ま き

遺跡
（北蒲原郡中条町大字築地字六斗蒔786ほか）

昼塚
ひ る づ か

遺跡
（北蒲原郡中条町大字大出字昼塚433－ 1ほか）
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六斗蒔遺跡は新潟県北部を流れる胎内川
たいないがわ

扇状地南西端の低地に位置しています。日本海東北自動車道の建

設に係り、4月から10月までの予定で発掘調査を行っています。

調査の結果、約1,700年前の古墳
こふん

時代前期の遺構と遺物が確認されました。当時の川に面した微高地からは、

焼土や炭化物の集中する大小の焚
た

き火跡が発見されました。これらの焚き火跡や樹木の近くからは、完形品

を含む多数の土器が出土しています。壷や高杯
たかつき

の割合が比較的多いこと、赤色顔料やその材料が出土するこ

となどが特徴といえます。いっぽう、住居の跡は今のところ検出されていません。本遺跡のすぐ南側に位置

する反貫目
たんがんめ

遺跡の調査結果（H15年、日本海東北自動車道に係り埋文事業団が発掘調査）と類似した古墳時

代前期の生活跡が確認されています。今後、こうした遺跡の歴史的性格の検討が研究課題となりそうです。

（調査担当者　㈱帆苅組　岡安光彦）

昼塚遺跡は北蒲原郡中条町に所在する縄文
じょうもん

時代晩期の遺跡です。

日本海東北自動車道の建設事業に係り、今年度は交差する県道よ

りも北側の2,920㎡について調査しました。遺跡は胎内
たいない

川扇状地の

扇端部付近に立地し、厚さ30～50㎝の水田耕作土を含む現表土層

の下（標高 7 m前後）に広がっています。

遺構
いこう

検出面の地盤は砂質シルト層ないし砂層で安定しています。

しかし、地盤面の大半の部分がかつて行われた圃場整備
ほじょうせいび

等により

削平されており、遺物包含層は一部に残存するのみでした。さら

に遺物包含層中の炭化物の分布も希薄であり、地盤層の断面観察

から生活面にできた凹凸のみならず、遺構の多くも削平の影響を

受けている可能性が高いと考えられます。検出された遺構のほと

んどは土坑
どこ う

で140基前後と予想され、県道のやや北側を東から西

に下る流路跡の両側に集中している点が注目されます。土坑の中

には切り合っているものがあるほか、流路跡に削られているもの

もいくつか検出されています。遺物は、土坑と同様に、流路跡で

も堆積層下位で縄文晩期前葉
ぜんよう

から中葉
ちゅうよう

の土器片が相当数出土した

ほか、クルミも多く出土しています。このように、土坑と流路跡

との関連性も窺え、縄文晩期の土坑群を主とする遺跡での生活の

様子を知る上で貴重な遺跡です。

（調査担当者　㈱シン技術コンサル　折井　敦）

焚き火跡の調査状況

流路跡遺物分布状況

遺構精査状況 遺物出土状況

流路跡全景（東から）

土坑遺物出土状況
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道端遺跡は胎内
たいない

川扇

状地の北東扇端部分に

位置し、上下 2 枚の遺

物包含層が存在する遺

跡です。日本海東北自

動車道建設に係り、記

録保存を目的として平

成14年・15年度に埋文

事業団が調査した遺跡

です。今年度は北側の

範囲について、4 月か

ら発掘調査を開始しま

した。現在、上層の古
こ

墳
ふん

前期の集落跡の調査

を行っています。主な

遺構
いこ う

としては、掘立柱
ほったてばしら

建物
たてもの

、竪穴
たてあな

建物、土坑
どこう

、

円形状周溝
えんけいじょうしゅうこう

（仮称）な

どが検出され、現在も

発掘作業中です。右の写真は 1 号円形状周溝の西側の遺物出土状況写真です。写真中央部下に見えているの

が炉
ろ

跡ですが、このように周溝の内側には、煮炊きの施設や上屋を支える柱穴なども検出されつつあり、こ

の遺構の性格を考える上で重要な材料となりそうです。

左下の写真は樹皮の様な材が底面に敷かれた土坑で、貯蔵穴のような性格も考えられます。右下の写真は、

掘立柱建物の柱材遺存状況です。この遺跡では、現在 2 棟の掘立柱建物を検出していますが、ほかにも柱材

の遺存する柱穴が数基見つかっていることから、あと何棟か確認される可能性があります。

竪穴建物は10軒前後確認されていますが、まだ本格的な調査を行ってはいません。上層の調査が終り次第、

下層（縄文時代）の調査を行います。 （調査担当者　国際航業株式会社　前川雅夫）

道端
み ち ば た

遺跡
（荒川町大字南新保字道端97ほか）

樹皮の様な材が敷かれた土坑

1号円形状周溝遺物出土状況

柱穴柱材遺存状況
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古代の窯跡
かまあと

群は頸城
くび き

平野西側に連なる丘陵裾部にあり、標高40

～60mのいくつかの小さな沢の中に位置しています。合計11基の

窯跡と、窯で焼かれ、破損などによって廃棄された須恵器
す え き

が浅箱

で800箱近く発見されました。この丘陵地域は、古窯跡群が多く

確認されており、古代の工場地帯であったと考えられます。

窯は沢の急な斜面を溝状に掘りくぼめ、木の枝と粘土で天井を

貼った半地下式の窖窯
あながま

と呼ばれる構造をしていますが、天井はす

べて崩れていました。大きさは全長 6 ～10m、幅 1 ～1.5m位で、

床は30～40度の急傾斜を示します。沢の中は水はけが悪いため、

足場板の設置や排水路を設けるなどの工夫をしていました。

焼成された須恵器は、水物を貯える大小の甕・横瓶
よこべい

・壺や、食

器である杯
つき

や蓋
ふた

が主に焼かれていました。この他、円面硯
えんめんけん

や金属

器を模倣した鉢・壺などの仏具も見られ、役所や寺院などと強い

つながりをもっていた可能性があります。滝寺・大貫古窯跡群の

須恵器は上越市内の遺跡からも出土しており、報告書の刊行によ

って、これら消費地の須恵器との比較・検討が行えるようになる

ことが期待されます。 （小田由美子）

窯内部の様子（滝寺窯跡群）

下馬場遺跡は上信越自動車道建設に先立ち平成 9 年 4 月～11月

に発掘調査を行いました。遺跡は、高田平野の西部、南葉山
なんばさん

から

のびる標高72～79mの見晴らしの良い尾根
お ね

上に位置します。調査

の結果、弥生
やよ い

時代後期（約1900年前）の竪穴
たてあな

建物跡14軒、土坑
どこ う

な

ど23基、縄文
じょうもん

時代の陥穴状土坑
おとしあなじょうどこう

16基が確認されました。遺物の大

半は弥生時代の土器・石器ですが、旧石器
きゅうせっき

、縄文早・前期の遺物

も確認されました。立地の特徴から、戦乱などに備えて高台に砦

を構えた高地性集落
こうちせいしゅうらく

（防御的集落）と考えられます。

竪穴建物跡は、その平面形で円・方・長方形の 3 つに分類でき

ます。円形の建物跡（ 2 軒）からは、赤色の石（鉄石英
てつせきえい

）を用い

た管玉
くだたま

の製作遺物（原石や加工途中のもの）が特に多く出土しま

した。また、他の建物跡の中には（中心の炉
ろ

以外に）床面の焼土

を複数もつものがあること、金属を研磨した砥石
とい し

などが出土する

ことから、金属製品の加工（鍛冶
か じ

作業）が行われていた可能性が

あります。県内のこの時期の遺跡では類例がない貴重な調査事例

であるといえます。今後、出土遺物から竪穴建物間の相違を詳細

に検討し、ほぼ同時期に存在した斐太
ひ だ

遺跡群（新井市）、裏
うら

山
やま

遺跡

（上越市）などとの比較検討を行っていきます。

（尾崎高宏）

報告書作成中の遺跡
滝寺古窯
たきでらこよう

跡群・大貫
おおぬき

古窯跡群（滝寺：上越市大字滝寺字下違787ほか、大貫：上越市大字大貫字狼谷3248ほか）

下馬場
し も ば ば

遺跡（上越市大字下馬場字浦山836）

3 基並んだ窯跡（滝寺古窯跡群）

竪穴建物（円形）

遺跡の全景
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弥生時代はじめの頃はイラス

トにあるような石包丁
いしぼうちょう

と呼ばれ

るものを使って稲穂を摘み取っ

ていました。かまぼこのような形をしており、指を固定でき

るように紐穴が 2つ開けられています。同様の形をした木包

丁・貝包丁なども使われました。鉄器が普及してくると鉄製

の穂摘み具や鎌が出現します。しかし、最古の鉄鎌は全長

20 cm以上もある大形品で、その用途は除草や伐採などであ

ったと考えられており、収穫具としての鎌があらわれるのは

弥生時代後期頃のようです。写真右は山三賀
やまさんが

Ⅱ遺跡の古代の

住居跡から出土した鉄鎌です。上は直刃、下は曲刃で、柄に

装着するため端部が折り返されています。鍬や田下駄同様、

基本的な形は二千年近く前から変わっていません。先人の知

恵と技術には、驚くと同時に感心させられます。（坂上有紀）
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日本人にとって、米は欠くことのできない食物です。米作りの技術は、弥生
やよ い

時代に海を越えて伝わったも

ので、二千数百年もの歴史があります。現在はほとんど機械化されている米作ですが、いにしえの人々はど

のような道具を使っていたのでしょうか。

代表的なものは鍬
くわ

と鋤
すき

です。刃先から柄まですべて木製のものが多かったのですが、鉄器の普及に伴い、

鉄製の刃先が装着されるようになります。鉄器は稲作文化に伴って伝来したもので、弥生時代のはじめから

あったのですが、非常に貴重なもので、数は少なかったのです。現在のように鍬先全体が金属製になるのは

近代以降のようです。写真左は柏崎市箕輪
みの わ

遺跡から出土した鋤柄と鍬先です。鍬先の左右中ほどから少し形

が細くなっていますが、この部分に山三賀
やまさんが

Ⅱ遺跡から出土した写真のような鉄製の刃先を装着し、上方の四

角い穴に柄を差し込みます。鋤・鍬とも平安時代のものと考えられます。

昔の水田は 1年中水分の多い田んぼ（湿田）だったため、田下駄
た げ た

を履いて作業を行いました。田下駄には、

方形の枠組みと梯子状の横木を持つものや円形の枠組みをもつもの、枠組みを持たない板状のものなどの種

類があります。弥生時代の早い時期に、すでに様々な形のものがあったようです。写真は前述した箕輪遺跡

から出土したもので、平安時代のものと考えられます。U字状の枠の中に足を入れ、縄などで固定したと思

われます。裏には突起が 4か所ついています。

埋文コラム「発掘から見えてきた農具の歴史」

参考文献　第 2回　東海考古フォーラム「古代における農具の変遷－稲作技術史を農具から見る－」

�静岡県埋蔵文化財調査研究所

田下駄　表

鉄鎌　＊上：長さ18cm

鋤・鍬の刃先鋤柄

農耕具

収穫具

石包丁の使用例

※スケール 1目盛 1 cm

鍬先 裏



－ 8 －

埋文にいがたNo.48

樽口
たるくち

遺跡は県営奥三面
おくみおもて

ダム建設に先立ち、平成 4年～ 6年にかけ

て発掘調査されました。水没範囲には、奥三面遺跡群と総称される

19遺跡が存在しました。（奥三面遺跡群は、村教委により昭和63年

から平成10年まで発掘調査されました。）

遺跡は三面川とその支流である末沢
すえざわ

川の合流地点南側、樽山（標

高621m）の北西山麓に形成された河岸段丘上に位置しています。

奥三面遺跡群では最も古い遺跡で、旧石器
きゅうせっき

時代から縄文
じょうもん

時代初めに

かけて人々が繰り返し利用した場所です。

指定された出土品は、出土遺物約15,000点の内、縄文時代草創
そうそう

期

の石器 6点、後期旧石器時代の石器2,994点、計3,000点を数えます。

後期旧石器時代の石器は、南九州を起源とする火山灰（AT：約25,000年～20,000年前）の上下から出土し

ていることが確認され、火山灰層を年代の指標として石器の時期差や型式差を考察できる重要な資料といえ

ます。さらに、細石刃
さいせきじん

に使用された黒曜石は秋田県男鹿
お が

産が多用されていること、より古いナイフ形石器文

化期の石器には青森県深浦
ふかうら

産、長野県和田峠
わだとうげ

産の黒曜石が使用されていることから、旧石器時代の人々の行

動域を考察する上で重要な資料となります。このようなことから樽口遺跡の旧石器時代の石器は中部地方北

部の基準資料となる貴重な出土品といえます。 （写真・資料提供　朝日村教育委員会）
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県内の遺跡・遺物46

樽口
た る く ち

遺跡出土品一括（平成15年　県指定）
遺物出土地：岩船郡朝日村大字三面字樽口向145番地ほか

遺跡遠景

細石刃石器群（約15,000年前）

ナイフ形石器ほか（約20,000年前） 細石刃石核ほか（左は黒曜石製）
（約15,000年前）

三面川

末沢川

樽山

（撮影　小川忠博）
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